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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゴルフクラブヘッドであって、
　上縁部、底縁部、および中心を有する打撃面であって、前記中心を通って延びるロフト
平面であって、前記打撃面に接して位置する前記ロフト平面を規定する前記打撃面と、
　本体と、を備え、
　前記本体は、
　　前端部と、
　　前記前端部の反対側の後端部と、
　　ヒールと、
　　前記ヒールの反対側のトウと、
　　頂点およびクラウン移行プロフィルを含むクラウンと、
　　最下点およびソール移行プロフィルを含むソールと、を備え、
　前記クラウン移行プロフィルは、前記打撃面の前記上縁部から第１のクラウン移行点ま
で延びる第１のクラウン曲率半径を有し、
　前記第１のクラウン曲率半径は、約０．１８インチから約０．３０インチ（０．４６ｃ
ｍから０．７６ｃｍ）の間であり、
　前記ソール移行プロフィルは、前記打撃面の前記底縁部から第１のソール移行点まで延
びる第１のソール曲率半径を有し、
　前記第１のソール曲率半径は、約０．３インチから約０．５インチ（０．７６ｃｍから
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１．２７ｃｍ）の間であり、
　前記クラウン移行プロフィルは、
　　前記ロフト平面から頂点平面までの直交距離として測定される長さと、
　　前記ロフト平面と平行な方向での前記打撃面の前記上縁部からクラウン軸までの距離
として測定される高さと、をさらに備え、
　前記クラウン移行プロフィルの前記高さに対する前記長さの比は、３．５以下である、
ゴルフクラブヘッド。
【請求項２】
　前記クラウン移行プロフィルの前記高さに対する前記長さの前記比は、３．０以下であ
る、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項３】
　前記クラウン移行プロフィルの前記長さは、１．１３から１．３４インチ（２．８７か
ら３．４０ｃｍ）の間であり、
　前記クラウン移行プロフィルの前記高さは、０．４１から０．４７インチ（１．０４か
ら１．１９ｃｍ）の間である、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項４】
　前記頂点は、前記ロフト平面に対して直交する方向に測定される頂点距離だけ前記ロフ
ト平面からずれており、
　前記頂点距離は、約０．８から約１．４インチ（２．０３から３．５６ｃｍ）の間であ
る、請求項１から３のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項５】
　前記クラウン移行プロフィルは、前記第１のクラウン移行点から第２のクラウン移行点
まで延びる第２のクラウン曲率半径をさらに備え、
　前記第２のクラウン曲率半径は、前記第１のクラウン曲率半径より大きい、請求項１か
ら４のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項６】
　前記打撃面の前記上縁部に沿って前記クラブヘッドの前記ヒールの付近から前記トウの
付近まで延びるヒールトウ曲率半径をさらに備え、
　前記ヒールトウ曲率半径は、約４．９インチ（１２．４ｃｍ）より大きい、請求項１か
ら５のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項７】
　前記ソール移行プロフィルは、
　　前記ロフト平面からソール平面までの直交距離として測定される長さと、
　　前記ロフト平面と平行な方向での前記打撃面の前記底縁部からソール軸までの距離と
して測定される高さと、をさらに備え、
　前記ソール移行プロフィルの前記高さに対する前記長さの比は、３．５以下である、請
求項１から６のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項８】
　前記ソール移行プロフィルの前記長さは、０．１０から１．２５インチ（０．２５から
３．１８ｃｍ）の間であり、
　前記ソール移行プロフィルの前記高さは、０．０５から０．４０インチ（０．１３から
１．０２ｃｍ）の間である、請求項７に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項９】
　前記ソール移行プロフィルは、前記第１のソール移行点から第２のソール移行点まで延
びる第２のソール曲率半径をさらに備え、
　前記第２のソール曲率半径は、前記第１のソール曲率半径より大きい、請求項１から８
のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１０】
　ゴルフクラブヘッドであって、
　　上縁部、底縁部、および中心を有する打撃面であって、前記中心を通って延びるロフ
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ト平面であって、前記打撃面に接して位置する前記ロフト平面を規定する前記打撃面と、
　　本体と、を備え、
　　前記本体は、
　　　前端部と、
　　　前記前端部の反対側の後端部と、
　　　ヒールと、
　　　前記ヒールの反対側のトウと、
　　　頂点およびクラウン移行プロフィルを含むクラウンと、を備え、
　　前記クラウン移行プロフィルは、前記打撃面の前記上縁部から第１のクラウン移行点
まで延びる第１のクラウン曲率半径を有し、
　　前記第１のクラウン曲率半径は、約０．１８インチから約０．３０インチ（０．４６
ｃｍから０．７６ｃｍ）の間であり、
　前記クラウン移行プロフィルは、
　　前記ロフト平面から頂点平面までの直交距離として測定される長さと、
　　前記ロフト平面と平行な方向での前記打撃面の前記上縁部からクラウン軸までの距離
として測定される高さと、をさらに備え、
　前記クラウン移行プロフィルの前記高さに対する前記長さの比は、３．５以下である、
ゴルフクラブヘッド。
【請求項１１】
　前記クラウン移行プロフィルの前記高さに対する前記長さの前記比は、３．０以下であ
る、請求項１０に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１２】
　前記クラウン移行プロフィルの前記長さは、１．１３から１．３４インチ（２．８７か
ら３．４０ｃｍ）の間であり、
　前記クラウン移行プロフィルの前記高さは、０．４１から０．４７インチ（１．０４か
ら１．１９ｃｍ）の間である、請求項１０に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１３】
　前記クラウン移行プロフィルは、前記第１のクラウン移行点から第２のクラウン移行点
まで延びる第２のクラウン曲率半径をさらに備え、
　前記第２のクラウン曲率半径は、前記第１のクラウン曲率半径より大きい、請求項１１
から１２のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１４】
　ゴルフクラブであって、
　前記打撃面の前記上縁部に沿って前記クラブヘッドの前記ヒールの付近から前記トウの
付近まで延びるヒールトウ曲率半径をさらに備え、
　前記ヒールトウ曲率半径は、約４．９インチ（１２．４ｃｍ）より大きい、請求項１１
から１３のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１５】
　ゴルフクラブヘッドを製造する方法であって、
　上縁部、底縁部、及び中心を有する打撃面であって、前記中心を通って延びるロフト平
面であって、前記打撃面に接して位置する前記ロフト平面を規定する前記打撃面を機械で
作製するステップと、
　前端部と、前記前端部の反対側の後端部と、ヒールと、前記ヒールの反対側のトウと、
クラウンと、前記クラウンの反対側のソールと、を備える本体を鋳造するステップと、
　溶接によって前記打撃面を前記本体に結合して、クラウン移行プロフィルおよびソール
移行プロフィルを有する前記クラブヘッドを得るステップと、を備え、
　前記クラウンは、頂点および前記クラウン移行プロフィルを含み、
　前記クラウン移行プロフィルは、前記打撃面の前記上縁部から第１のクラウン移行点ま
で延びる第１のクラウン曲率半径を有し、
　前記第１のクラウン曲率半径は、約０．１８インチから約０．３０インチ（０．４６ｃ
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ｍから０．７６ｃｍ）の間であり、
　前記ソールは、最下点および前記ソール移行プロフィルを含み、
　前記ソール移行プロフィルは、前記打撃面の前記底縁部から第１のソール移行点まで延
びる第１のソール曲率半径を有し、
　前記第１のソール曲率半径は、０．３インチ（０．７６ｃｍ）から０．５インチ（１．
２７ｃｍ）の間であり、
　前記クラウン移行プロフィルは、
　　前記ロフト平面から頂点平面までの直交距離として測定される長さと、
　　前記ロフト平面と平行な方向での前記打撃面の前記上縁部からクラウン軸までの距離
として測定される高さと、をさらに備え、
　前記クラウン移行プロフィルの前記高さに対する前記長さの比は、３．５以下である、
方法。
【請求項１６】
前記クラウン移行プロフィルの前記高さに対する前記長さの前記比は、３．０以下である
、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記クラウン移行プロフィルの前記長さは、１．１３から１．３４インチ（２．８７か
ら３．４０ｃｍ）の間であり、
　前記クラウン移行プロフィルの前記高さは、０．４１から０．４７インチ（１．０４か
ら１．１９ｃｍ）の間である、請求項１５に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本願は、参照によりその全体を本明細書に組み込む、２０１５年８月１３日出願の米国
仮特許出願第６２／２０４９１１号、および２０１６年７月２２日出願の米国仮特許出願
第６２／３６５８８９号の優先権を主張するものである。
【０００２】
　本開示は、ゴルフクラブヘッドに関する。特に、本願は、スイング中の空力抵抗を低下
させるための移行領域を有するゴルフクラブヘッドに関する。
【背景技術】
【０００３】
　ゴルフクラブの製造業者は、ゴルフクラブヘッドの上および周囲の気流を改善する空力
特性を備えたゴルフクラブヘッドを設計している。スイング中に空気がゴルフクラブヘッ
ドの周囲を流れると、乱気流、または擾乱気流領域が、クラブヘッドの背後に形成される
。多くの場合、この乱気流が、クラブヘッド上に抵抗力を生じ、それによりスイング中の
全体を通じてゴルフクラブヘッドの速度を低下させる。ゴルフクラブヘッドの移行プロフ
ィルは、スイング中にクラブヘッドに加わる抵抗力に大きく寄与する可能性がある。した
がって、当技術分野では、スイング中にクラブヘッドに加わる空力抵抗を低下させる移行
領域を有するゴルフクラブヘッドが必要とされている。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
【図１】例示的なゴルフクラブヘッドを示す正面図である。
【０００５】
【図２】図１のゴルフクラブヘッドを示す横断面図である。
【０００６】
【図３】図１のゴルフクラブヘッドを示す正面斜視図である。
【０００７】
【図４】図１のゴルフクラブヘッドのクラウン移行プロフィルを示す拡大横断面図である
。
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【０００８】
【図５】図１のゴルフクラブヘッドのクラウン移行プロフィルを示す別の拡大横断面図で
ある。
【０００９】
【図６】様々なクラウン移行プロフィルを有する複数の例示的なゴルフクラブヘッドの空
力試験から得られる抵抗係数のデータを示す図である。
【００１０】
【図７】図５のゴルフクラブヘッドの空力試験から得られるデータの近似曲線を示す図で
ある。
【００１１】
【図８】様々なクラウン移行プロフィルの長さを有する複数の例示的なゴルフクラブヘッ
ドの空力試験から得られる抵抗係数の空力データを示す図である。
【００１２】
【図９】図１のゴルフクラブヘッドのソール移行プロフィルを示す拡大横断面図である。
【００１３】
【図１０】図１のゴルフクラブヘッドのソール移行プロフィルを示す別の拡大横断面図で
ある。
【００１４】
【図１１】様々なソール移行プロフィルを有する複数の例示的なゴルフクラブヘッドの空
力試験から得られるデータの近似曲線を示す図である。
【００１５】
【図１２】図１のゴルフクラブヘッドのリア移行プロフィルを示す拡大横断面図である。
【００１６】
【図１３】様々なリア移行プロフィルを有する複数の例示的なゴルフクラブヘッドの空力
試験のデータを示す図である。
【００１７】
【図１４】図１のゴルフクラブヘッドを製造する方法を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本開示の他の態様は、詳細な説明および添付の図面を考慮すれば、明らかになるであろ
う。
【００１９】
　図示を簡潔かつ明瞭にするために、図面は、大まかな構造を示しており、周知の特徴お
よび技術の説明および詳細は、本開示を不要に曖昧にすることを避けるために省略するこ
とがある。さらに、図面中の要素は、必ずしも一定の縮尺で描かれているわけではない。
例えば、本開示の実施形態がより理解しやすいように、これらの図面中の一部の要素の寸
法が、他の要素と比べて強調してあることもある。異なる図面でも、同じ参照番号は、同
じ要素を指している。
【００２０】
　本明細書に記載するのは、スイング中にクラブヘッドに加わる空力抵抗を低下させる様
々な移行プロフィルを有するゴルフクラブヘッドの実施形態である。移行プロフィルは、
ゴルフクラブヘッドに加わる空力抵抗に有意に寄与する。多くの実施形態では、クラブヘ
ッドは、クラウン移行プロフィルと、ソール移行プロフィルと、リア移行プロフィルとを
含んで、クラブヘッドのこれらの移行領域によって得られる抵抗の低下を最大限に高めて
いる。多くの実施形態では、クラウン移行プロフィルは、約０．１８から０．３０インチ
（０．４６から０．７６ｃｍ）の間の第１のクラウン曲率半径を含み、ソール移行プロフ
ィルは、約０．３から０．５インチ（０．７６から１．２７ｃｍ）の間の第１のソール曲
率半径を含み、リア移行プロフィルは、約０．１０から０．２５インチ（０．２５から０
．６４ｃｍ）の間のリア曲率半径を含んで、クラブヘッドに加わる空力抵抗を低下させる
。
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【００２１】
　空力抵抗を低下させる移行領域を有する本明細書に記載するゴルフクラブヘッドの様々
な実施形態は、本体および打撃面を有するゴルフクラブを含む。打撃面は、上縁部と、底
縁部と、幾何学的中心とを含む。打撃面は、幾何学的中心を通って延びる打撃面に接して
位置するロフト平面を規定する。本体は、前端部と、前端部の反対側の後端部と、ヒール
と、ヒールの反対側のトウと、頂点およびクラウン移行プロフィルを有するクラウンと、
最下点およびソール移行プロフィルを有するソールと、リア移行プロフィルを有する後端
部またはスカートとを含む。クラウン移行プロフィルは、打撃面の上縁部から第１のクラ
ウン移行点まで延びる第１のクラウン曲率半径を含み、この第１のクラウン曲率半径は、
約０．１８インチから約０．３０インチ（０．４６ｃｍから０．７６ｃｍ）の間である。
ソール移行プロフィルは、打撃面の底縁部から第１のソール移行点まで延びる第１のソー
ル曲率半径を含み、この第１のソール曲率半径は、約０．３０インチから約０．５０イン
チ（０．７６ｃｍから１．２７ｃｍ）の間である。リア移行プロフィルは、約０．１０イ
ンチから約０．２５インチ（０．２５ｃｍから０．６４ｃｍ）の間のリア曲率半径を含む
。
【００２２】
　いくつかの実施形態は、ゴルフクラブヘッドと、ゴルフクラブヘッドに結合されたシャ
フトとを含むゴルフクラブを含む。クラブヘッドは、本体と、打撃面とを含む。打撃面は
、上縁部と、底縁部と、幾何学的中心とを含む。打撃面は、幾何学的中心を通って延びる
ロフト平面であって、打撃面に接して位置するロフト平面を規定する。本体は、前端部と
、前端部の反対側の後端部と、ヒールと、ヒールの反対側のトウと、頂点およびクラウン
移行プロフィルを有するクラウンと、最下点およびソール移行プロフィルを有するソール
と、リア移行プロフィルを有する後端部またはスカートとを含む。クラウン移行プロフィ
ルは、打撃面の上縁部から第１のクラウン移行点まで延びる第１のクラウン曲率半径を含
み、この第１のクラウン曲率半径は、約０．１８インチ（０．４６ｃｍ）から約０．３０
インチ（０．７６ｃｍ）の間である。ソール移行プロフィルは、打撃面の底縁部から第１
のソール移行点まで延びる第１のソール曲率半径を含み、この第１のソール曲率半径は、
約０．３０インチ（０．７６ｃｍ）から約０．５０インチ（１．２７ｃｍ）の間である。
リア移行プロフィルは、約０．１０インチ（０．２５ｃｍ）から約０．２５インチ（０．
６４ｃｍ）の間のリア曲率半径を含む。
【００２３】
　本明細書および特許請求の範囲における「第１」、「第２」、「第３」、および「第４
」などの用語は、同様の要素を区別するために使用しているものであり、必ずしも特定の
順番または時間的順序を述べるために使用しているものではない。このように使用される
用語は、適当な状況下では入れ替えることができ、本明細書に記載する実施形態は、例え
ば図示するなどして本明細書に記載する順番以外の順番で動作することができることを理
解されたい。さらに、「含む」および「有する」という用語、ならびにそれらの変形は、
非排他的な包含をカバーするものであり、列挙される要素を含むプロセス、方法、システ
ム、物品、デバイス、または装置は、必ずしもそれらの要素に限定されず、明示的には列
挙されていない他の要素、あるいはそれらのプロセス、方法、システム、物品、デバイス
、または装置に固有の他の要素を含む可能性がある。
【００２４】
　本明細書および特許請求の範囲における「左」、「右」、「前」、「後」、「上」、「
底」、「の上」、および「の下」などの用語は、説明のために使用しているものであり、
必ずしも恒久的な相対位置を述べるために使用しているものではない。このように使用さ
れる用語は、適当な状況下では入れ替えることができ、本明細書に記載する装置、方法、
および／または製造物品の実施形態は、例えば図示するなどして本明細書に記載する配向
以外の配向で動作することができることを理解されたい。
【００２５】
　本明細書で規定する「スプライン法」は、表面の曲率が変化する位置を決定する方法を
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指す。例えば、スプライン法を使用して、クラブヘッドの前端部の曲率が打撃面のバルジ
およびロールから逸脱する箇所を決定することができる。スプライン法は、曲率の有意な
変化が始まる箇所をスプラインが示すように、間隔をおいて湾曲表面にスプラインを適用
することによって、実施することができる。
【００２６】
　本開示の実施形態について詳細に説明する前に、本開示が、その適用の際に、以下の説
明に記載される、または以下の図面に図示される構造の詳細および構成要素の配列に限定
されないことを理解されたい。本開示は、他の実施形態も可能であり、様々な方法で実施
または実行することができる。
【００２７】
　図１から図２は、本体１０４と打撃面１０８とを含むゴルフクラブヘッド１００を示す
図である。本体１０４は、前端部１１２と、前端部１１２の反対側の後端部１１４と、ヒ
ール１１６と、ヒール１１６の反対側のトウ１２０と、頂点１２８を有するクラウン１２
４と、クラウン１２４の反対側のソール１３２とを含む。
【００２８】
　図１を参照すると、打撃面１０８は、上縁部１３６と、底縁部１３８と、幾何学的中心
１４０とを含む。上縁部１３６は、曲率が打撃面１０８のバルジおよびロールから逸脱す
る箇所に、クラウン１２４の付近の打撃面１０８の前端部１１２に沿って延びる。底縁部
１３８は、曲率が打撃面１０８のバルジおよびロールから逸脱する箇所に、ソール１３２
の付近の打撃面１０８の前端部１１２に沿って延びる。いくつかの実施形態では、スプラ
イン法を使用して、上縁部１３６または底縁部１３８において曲率が打撃面１０８のバル
ジおよびロールから逸脱する箇所を決定することができる。
【００２９】
　打撃面１０８の幾何学的中心１４０は、打撃面１０８の幾何学的中心点に位置すること
ができる。これと同じ、またはその他の例では、幾何学的中心１４０は、打撃面１０８の
溝の領域によって規定することができる、工学的インパクトゾーンに対して心合わせする
こともできる。別の手法として、打撃面１０８の幾何学的中心１４０は、全米ゴルフ協会
（ＵＳＧＡ）などのゴルフ統括団体の規定に従って位置付けることができる。例えば、打
撃面１０８の幾何学的中心１４０は、ＵＳＧＡのゴルフクラブヘッドの可撓性を測定する
手順（ＵＳＧＡ－ＴＰＸ３００４、Ｒｅｖ．１．０．０、２００８年５月１日）（ｈｔｔ
ｐ：／／ｗｗｗ．ｕｓｇａ．ｏｒｇ／ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ／ｔｅｓｔｉｎｇ／ｐｒｏｔｏ
ｃｏｌｓ／　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ－Ｆｏｒ－Ｍｅａｓｕｒｉｎｇ－Ｔｈｅ－Ｆｌｅｘｉｂ
ｉｌｉｔｙ－Ｏｆ－Ａ－Ｇｏｌｆ－Ｃｌｕｂ－Ｈｅａｄ／で入手可能）（「可撓性手順」
）のセクション６．１に従って決定することができる。
【００３０】
　さらに図１を参照すると、打撃面１０８の幾何学的中心１４０は、ｘ軸３１４、ｙ軸３
１６、およびｚ軸３１８を有する座標系の原点を規定する（図３）。ｘ軸３１４は、打撃
面１０８の幾何学的中心１４０を通って、クラブヘッド１００のヒール１１６の付近から
トウ１２０の付近まで、基面３１２と平行な方向に延びる。ｙ軸３１６は、打撃面１０８
の幾何学的中心１４０を通って、クラブヘッド１００のクラウン１２４の付近からソール
１３２の付近まで、基面３１２に対して直交する方向に延びる。ｚ軸３１８（図３）は、
打撃面１０８の幾何学的中心１４０を通って、クラブヘッド１００の前端部１１２から後
端部１１４まで、基面３１２と平行な方向に延びる。
【００３１】
　本明細書に記載するゴルフクラブヘッド１００は、いかなるタイプのゴルフクラブヘッ
ドであってもよい。図示の実施形態では、このゴルフクラブヘッドは、ドライバータイプ
のゴルフクラブヘッドとして示してある。他の実施形態では、ゴルフクラブヘッドは、ウ
ッドタイプのゴルフクラブヘッドであっても、ハイブリッドタイプのゴルフクラブヘッド
であっても、アイアンタイプのゴルフクラブヘッドであっても、あるいはその他の任意の
タイプのゴルフクラブヘッドであってもよい。さらに、本明細書に記載するゴルフクラブ
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ヘッド１００は、シャフトおよびグリップ（図示せず）を有するゴルフクラブの一部とす
ることができる。
【００３２】
　図１から図２は、基面３１２を基準とするアドレス位置にあるクラブヘッド１００を示
している。このアドレス位置では、ホーゼルの中心を通って延びるホーゼル軸は、正面図
（図１）で見たときに基面に対して６０度の角度をなして位置決めされる。さらに、クラ
ブヘッド１００は、以下でさらに詳細に述べるように、打撃面１０８の幾何学的中心１４
０に接して延びるロフト平面１６０と、クラウン移行領域１４４、ソール移行領域３４４
、およびリア移行領域５４４を含む複数の移行領域とを含む。
【００３３】
Ｉ．クラウン移行領域
　図１を参照すると、クラウン移行領域１４４は、クラブヘッド１００の打撃面１０８と
クラウン１２４の間で、ヒール１１６の付近からトウ１２０の付近まで延びている。本明
細書では、ゴルフクラブヘッド１００のクラウン移行領域１４４について、以下のように
様々な基準面および軸に関連して、さらに説明する。
【００３４】
　さらに図１を参照すると、ゴルフクラブヘッド１００は、本体１０４の前端部１１２に
沿ってヒール１１６からトウ１２０まで延びる湾曲軸１５０を含む。図示の実施形態では
、湾曲軸１５０は、打撃面１０８の上縁部１３６に沿って延びる。他の実施形態では、湾
曲軸１５０は、打撃面１０８の上縁部１３６からクラウン１２４寄りにずれていてもよい
。湾曲軸１５０の打撃面１０８の上縁部１３６からのずれの距離は、ヒール１１６からト
ウ１２０まで進む間、一定であることもあれば、ヒール１１６からトウ１２０まで進む間
に変化することもある。例えば、湾曲軸１５０は、中心付近で、ヒール１１６付近で、ト
ウ１２０付近で、またはクラブヘッド１００上のこれらの位置の任意の組合せで、より大
きな距離だけ、またはより小さな距離だけ、打撃面１０８の上縁部１３６からずれている
こともある。
【００３５】
　図２および図３を参照すると、ゴルフクラブヘッド１００は、クラウン平面１７０と、
頂点平面１８０とをさらに含む。クラウン平面１７０は、クラウン１２４の頂点１２８を
通って、ロフト平面１６０に対して直交して延びる。頂点平面１８０は、クラウン１２４
の頂点１２８を通って、ロフト平面１６０と平行に延びる。頂点平面１８０とクラブヘッ
ド１００のクラウン１２４との交差線が、さらに湾曲クラウン軸１８２を規定する。
【００３６】
　図１から図２を参照すると、クラウン移行領域１４４は、クラブヘッド１００の前端部
１１２の上縁部１３６から、クラブヘッド１００のクラウン１２４に沿って頂点平面１８
０まで延びる。クラウン移行領域１４４は、ｙ軸３１６およびｚ軸３１８によって画定さ
れる平面に沿った横断面図（図３）で見たときに、クラウン移行プロフィル１８４を含む
。これらの実施形態では、クラウン移行プロフィル１８４の横断面図は、クラブヘッド１
００に沿ったヒール１１６の付近からトウ１２０の付近までの任意の点で取ることができ
る。
【００３７】
ｉ．クラウン移行プロフィルの高さおよび長さ
　図２および図３を参照すると、クラウン移行プロフィル１８４は、高さ１８８、および
長さ１９２を含む。クラウン移行プロフィル１８４の高さ１８８は、ロフト平面１６０と
平行な方向の、上縁部１３６からクラウン軸１８２までの距離である。クラウン移行プロ
フィル１８４の長さ１９２は、ロフト平面１６０から頂点平面１８０までの直交距離であ
る。
【００３８】
　図２を参照すると、図示の実施形態では、クラウン移行プロフィル１８４の長さ１９２
は、約１．１３から約１．３４インチ（２．８７から３．４ｃｍ）の範囲である。他の実
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施形態では、クラウン移行プロフィル１８４の長さ１９２は、０．９０から１．７５イン
チ（２．２９から４．４５ｃｍ）の範囲とすることができる。例えば、クラウン移行プロ
フィル１８４の長さ１９２は、約０．９０インチ（２．２９ｃｍ）、約０．９５インチ（
２．４１ｃｍ）、約１．００インチ（２．５４ｃｍ）、約１．０５インチ（２．６７ｃｍ
）、約１．１０インチ（２．７９ｃｍ）、約１．１５インチ（２．９２ｃｍ）、約１．２
０インチ（３．０５ｃｍ）、約１．２５インチ（３．１８ｃｍ）、約１．３０インチ（３
．３０ｃｍ）、約１．３５インチ（３．４３ｃｍ）、約１．４０インチ（３．５６ｃｍ）
、約１．４５インチ（３．６８ｃｍ）、約１．５０インチ（３．８１ｃｍ）、約１．５５
インチ（３．９４ｃｍ）、約１．６０インチ（４．０６ｃｍ）、約１．６５インチ（４．
１９ｃｍ）、約１．７０インチ（４．３２ｃｍ）、または約１．７５インチ（４．４５ｃ
ｍ）であることがある。
【００３９】
　さらに図２を参照すると、図示の実施形態では、クラウン移行プロフィル１８４の高さ
１８８は、約０．４１０から約０．４７０インチ（１．０４から１．１９ｃｍ）の範囲で
ある。他の実施形態では、クラウン移行プロフィル１８４の長さ１８８は、０．３０から
０．６０インチ（０．７６から１．５２ｃｍ）の範囲とすることができる。例えば、クラ
ウン移行プロフィル１８４の高さ１８８は、約０．３０インチ（０．７６ｃｍ）、約０．
３５インチ（０．８９ｃｍ）、約０．４０インチ（１．０２ｃｍ）、約０．４５インチ（
１．１４ｃｍ）、約０．５０インチ（１．２７ｃｍ）、約０．５５インチ（１．４０ｃｍ
）、または約０．６０インチ（１．５２ｃｍ）であることがある。
【００４０】
　クラブヘッド１００は、クラウン移行プロフィル１８４の高さ１８８に対する長さ１９
２の第１の比をさらに含む。図示の実施形態では、クラウン移行プロフィル１８４の第１
の比は、約２．７５から約３．０の範囲である。他の実施形態では、クラウン移行プロフ
ィル１８４の第１の比は、約２．５から約３．２５の範囲とすることができる。さらに、
他の実施形態では、クラウン移行プロフィル１８４の第１の比は、約３．５０未満、約３
．２５未満、または約３．０未満の任意の値とすることができる。例えば、クラウン移行
プロフィル１８４の第１の比は、約３．５０以下、約３．２５以下、約３．００以下、約
２．７５以下、または約２．５０以下であることがある。
【００４１】
　クラブヘッドに加わる空力抵抗は、クラウン移行プロフィルの第１の比が値１．０に近
づくにつれて（すなわちクラウン移行プロフィルの長さがクラウン移行プロフィルの高さ
に近づくにつれて、またはクラウン移行プロフィルの高さがクラウン移行プロフィルの長
さに近づくにつれて）低下する。本明細書に記載するクラブヘッド１００のクラウン移行
プロフィル１８４の第１の比は、他の既知のゴルフクラブヘッドのクラウン移行プロフィ
ルの第１の比より小さい。したがって、本明細書に記載するクラブヘッド１００は、他の
既知のゴルフクラブヘッドより空力抵抗がより小さく、したがって、スイング速度および
ボール飛距離が大きい。
【００４２】
ｉｉ．クラウン移行プロフィルの移行点および曲率半径
　図４を参照すると、クラウン移行プロフィル１８４は、複数の曲率半径、および複数の
移行点をさらに含む。移行点は、クラウン移行プロフィル１８４の曲率半径の変化を示す
。図示の実施形態では、クラウン移行プロフィル１８４は、第１のクラウン移行点２１２
と、第２のクラウン移行点２２２と、第１のクラウン曲率半径２１４と、第２のクラウン
曲率半径２２４とを含む。第１のクラウン移行点２１２は、第１のずれ距離２１６だけロ
フト平面１６０からずれている。第２のクラウン移行点２２２は、第２のずれ距離２２６
だけロフト平面１６０からずれている。第２のずれ距離２２６は、第１のずれ距離２１６
より大きい。第１のクラウン曲率半径２１４は、上縁部１３６から第１のクラウン移行点
２１２まで延びる。第２のクラウン曲率半径２２４は、第１のクラウン移行点２１２から
第２のクラウン移行点２２２まで延びる。
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【００４３】
　図４を参照すると、図示の実施形態では、第１のずれ距離２１６および第２のずれ距離
２２６は、クラブヘッド１００のヒール１１６からトウ１２０まで実質的に一定である。
他の実施形態では、第１のずれ距離２１６が、クラブヘッド１００のヒール１１６からト
ウ１２０までの間に変化することもある。例えば、第１のずれ距離２１６は、クラブヘッ
ド１００のヒール１１６に向かって大きくなる、クラブヘッド１００のトウ１２０に向か
って大きくなる、クラブヘッド１００の中心で大きくなる、または上記の位置の任意の組
合せで大きくなることがある。第１のずれ距離２１６は、例えば直線的、放物線的、２次
曲線的、指数関数的、またはその他の任意のプロフィルなど、任意のプロフィルに従って
、ヒール１１６からトウ１２０までの間で変化することができる。
【００４４】
　他の実施形態では、第２のずれ距離２２６が、クラブヘッド１００のヒール１１６から
トウ１２０までの間に変化することもある。例えば、第２のずれ距離２２６は、クラブヘ
ッド１００のヒール１１６に向かって大きくなる、クラブヘッド１００のトウ１２０に向
かって大きくなる、クラブヘッド１００の中心で大きくなる、または上記の位置の任意の
組合せで大きくなることがある。第２のずれ距離２２６は、例えば直線的、放物線的、２
次曲線的、指数関数的、またはその他の任意のプロフィルなど、任意のプロフィルに従っ
て、ヒール１１６からトウ１２０までの間で変化することができる。
【００４５】
　図示の実施形態では、クラウン移行プロフィル１８４は、約０．２４インチ（０．６１
ｃｍ）の第１のクラウン曲率半径２１４を有する。他の実施形態では、第１のクラウン曲
率半径２１４は、約０．１８から約０．３０インチ（０．４６から０．７６ｃｍ）の範囲
とすることができる。さらに、他の実施形態では、第１のクラウン曲率半径２１４は、０
．４０インチ（１．０２ｃｍ）未満、０．３７５インチ（０．９５ｃｍ）未満、０．３５
インチ（０．８９ｃｍ）未満、０．３２５インチ（０．８３ｃｍ）未満、または０．３０
インチ（０．７６ｃｍ）未満とすることができる。例えば、第１のクラウン曲率半径２１
４は、約０．１８インチ（０．４６ｃｍ）、約０．２０インチ（０．５１ｃｍ）、約０．
２２インチ（０．５６ｃｍ）、約０．２４インチ（０．６１ｃｍ）、約０．２６インチ（
０．６６ｃｍ）、約０．２８インチ（０．７１ｃｍ）、または約０．３０インチ（０．７
６ｃｍ）とすることができる。
【００４６】
　図４を参照すると、図示の実施形態では、第１のクラウン曲率半径２１４および第２の
クラウン曲率半径２２４は、クラブヘッド１００のヒール１１６からトウ１２０まで実質
的に一定である。他の実施形態では、第１のクラウン曲率半径２１４が、クラブヘッド１
００のヒール１１６からトウ１２０までの間に変化することもある。例えば、第１のクラ
ウン曲率半径２１４は、クラブヘッド１００のヒール１１６に向かって大きくなる、クラ
ブヘッド１００のトウ１２０に向かって大きくなる、クラブヘッド１００の中心で大きく
なる、または上記の位置の任意の組合せで大きくなることがある。第１のクラウン曲率半
径２１４は、例えば直線的、放物線的、２次曲線的、指数関数的、またはその他の任意の
プロフィルなど、任意のプロフィルに従って、ヒール１１６からトウ１２０までの間で変
化することができる。
【００４７】
　さらに、他の実施形態では、第２のクラウン曲率半径２２４が、クラブヘッド１００の
ヒール１１６からトウ１２０までの間に変化することもある。例えば、第２のクラウン曲
率半径２２４は、クラブヘッド１００のヒール１１６に向かって大きくなる、クラブヘッ
ド１００のトウ１２０に向かって大きくなる、クラブヘッド１００の中心で大きくなる、
または上記の位置の任意の組合せで大きくなることがある。第２のクラウン曲率半径２２
４は、例えば直線的、放物線的、２次曲線的、指数関数的、またはその他の任意のプロフ
ィルなど、任意のプロフィルに従って、ヒール１１６からトウ１２０までの間で変化する
ことができる。
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【００４８】
　図示の実施形態では、クラウン移行プロフィル１８４は、２つの移行点、および２つの
曲率半径を有する。他の実施形態では、クラウン移行プロフィル１８４は、任意数の移行
点、および任意数の曲率半径を含むことができる。例えば、クラウン移行プロフィル１８
４は、１個、２個、３個、４個、５個、６個、７個、８個、９個、１０個、またはその他
の任意数の移行点を含むことができる。さらに別の例では、クラウン移行プロフィル１８
４は、１個、２個、３個、４個、５個、６個、７個、８個、９個、１０個、またはその他
の任意数の曲率半径を含むことができる。
【００４９】
　第１のクラウン曲率半径２１４による空力抵抗の低下を、様々な第１のクラウン曲率半
径を有する様々な例示的なクラブヘッドについて風洞試験を用いて決定した。図６から図
７を参照すると、約０．０４インチ（０．１０ｃｍ）の第１のクラウン曲率半径を有する
第１のクラブヘッド３１０、約０．２４インチ（０．６１ｃｍ）の第１のクラウン曲率半
径を有する第２のクラブヘッド３２０、および約０．４４インチ（１．１２ｃｍ）の第１
のクラウン曲率半径を有する第３のクラブヘッド３３０を、風洞で試験した。抵抗係数を
用いて測定した最低の空力抵抗は、インパクト時にオープンフェースである場合およびク
ローズドフェースである場合の両方について、約０．２４インチ（０．６１ｃｍ）の第１
のクラウン曲率半径を有する第２のクラブヘッド３２０で観測された。さらに、他の実施
形態では、最低の空力抵抗は、０．２０インチ（０．５１ｃｍ）から０．２８インチ（０
．７１ｃｍ）の間の第１のクラウン曲率半径で観測される可能性がある。
【００５０】
　図６および図７は、第１のクラウン曲率半径を増大させても、必ずしも抵抗の低下をも
たらすとは限らないことを示している。例えば、第１のクラウン曲率半径を増大させると
、抵抗が増大することも、抵抗が低下することもある。同様に、第１のクラウン曲率半径
を減少させても、必ずしも抵抗の増大をもたらすとは限らない。例えば、第１のクラウン
曲率半径を減少させると、抵抗が増大することも、抵抗が低下することもある。図示の例
では、第１のクラウン曲率半径が０．０４インチ（０．１０ｃｍ）から０．２４インチ（
０．６１ｃｍ）に増大すると、第１のクラウン曲率半径が０．０４インチ（０．１０ｃｍ
）から０．４４インチ（１．１２ｃｍ）に増大するときよりも大幅に抵抗が低下する。さ
らに、第１のクラウン曲率半径が０．２４インチ（０．６１ｃｍ）から０．４４インチ（
１．１２ｃｍ）に増大すると、クラブヘッド１００に加わる抵抗が増大する。したがって
、インパクト時にオープンフェースである場合およびクローズドフェースである場合の両
方について、クラブヘッド１００に加わる空力抵抗を低下させるための最適な第１のクラ
ウン曲率半径が存在する。図７は、約０．２０インチ（０．５１ｃｍ）から約０．２８イ
ンチ（０．７１ｃｍ）の間の第１のクラウン曲率半径がクラブヘッド１００に加わる抵抗
の最大の低下をもたらすことを決定する図６のデータに適合する曲線を示している。
【００５１】
ｉｉｉ．クラウン移行プロフィルの角度
　図５を参照すると、クラウン移行プロフィル１８４は、さらに、頂点１２８およびロフ
ト平面１６０に対する第１のクラウン移行点２１２および第２のクラウン移行点２２２の
位置によって特徴付けることができる。ｙ軸３１６およびｚ軸３１８によって画定される
平面に沿った横断面図で見ると、クラウン移行プロフィル１８４は、第１の軸２５０と、
第２の軸２６０と、第１の角度２５２と、第２の角度２６２とを含む。第１の軸２５０は
、第１のクラウン移行点２１２および第２のクラウン移行点２２２を通って延び、ロフト
平面１６０との間に第１の角度２５２を形成する。第２の軸２６０は、第１のクラウン移
行点２１２および頂点１２８を通って延び、ロフト平面１６０との間に第２の角度２６２
を形成する。図示の実施形態では、クラウン移行プロフィル１８４の第１の角度２５２は
、約１１１．０から約１１４．５度の範囲であり、クラウン移行プロフィル１８４の第２
の角度２６２は、１０３．５から１０５度の範囲である。他の実施形態では、クラウン移
行プロフィル１８４の第１の角度２５２は、約１００から約１２５度の範囲であることも
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あり、クラウン移行プロフィル１８４の第２の角度２６２は、９０から１２０度の範囲で
あることもある。他の実施形態では、クラウン移行プロフィル１８４の第２の角度２６２
は、９８度より大きい、１００度より大きい、または１０２度より大きい任意の値とする
ことができる。
【００５２】
ｉｖ．クラウン移行プロフィルによって得られる空力的改善
　本明細書に記載するクラウン移行プロフィル１８４を有するゴルフクラブヘッド１００
を、風洞試験中にコントロールのゴルフクラブヘッドと比較した。コントロールのゴルフ
クラブヘッドは、約３．５０から約３．５２の第１の比と、約１．１２から約１．１９イ
ンチ（２．８４から３．０２ｃｍ）の長さと、約０．３２から約０．３４インチ（０．８
１から０．８６ｃｍ）の高さを有するクラウン移行プロフィルを有していた。同じ試験パ
ラメータ（例えば風速、クラブヘッド位置）を使用して、両ゴルフクラブヘッドについて
空力抵抗を決定した。本明細書に記載するクラウン移行プロフィル１８４を有するクラブ
ヘッド１００は、受ける抵抗がコントロールのゴルフクラブヘッドよりも３４．０から３
９．４％低く、平均のインパクト時のクラブヘッド速度で、平均抵抗低下は約３５．９％
であった。クラウン移行プロフィル１８４によって得られるクラブヘッド１００の空力抵
抗の低下が、スイング速度およびボール飛距離の増大をもたらす。
【００５３】
ｖ．頂点距離
　再び図２および図３を参照すると、クラブヘッド１００の頂点１２８は、ロフト平面１
６０に対して直交する方向に測定した頂点距離だけ、ロフト平面１６０からずれている。
図示の実施形態では、頂点距離は、約１．０インチ（２．５４ｃｍ）である。他の実施形
態では、頂点距離は、約０．８インチ（２．０３ｃｍ）から約１．４インチ（３．５６ｃ
ｍ）の範囲、約０．９インチ（２．２９ｃｍ）から約１．３インチ（３．３ｃｍ）の範囲
、または約１．０インチ（２．５４ｃｍ）から約１．２インチ（３．０５ｃｍ）の範囲で
あることもある。例えば、頂点距離は、約０．９インチ（２．２９ｃｍ）、約１．０イン
チ（２．５４ｃｍ）、約１．１インチ（２．７９ｃｍ）、約１．２インチ（３．０５ｃｍ
）、約１．３インチ（３．３０ｃｍ）、または約１．４インチ（３．５６ｃｍ）とするこ
とができる。
【００５４】
　多くの実施形態では、空力抵抗の低下は、頂点距離を変化させることによって得ること
ができる。頂点距離による空力抵抗の低下を、様々な頂点距離を有する様々な例示的なク
ラブヘッドについて風洞試験を用いて決定した。図８を参照すると、約０．５インチ（１
．２７ｃｍ）の頂点距離を有する第１のクラブヘッド、約１．０インチ（２．５４ｃｍ）
の頂点距離を有する第２のクラブヘッド、および約１．５インチ（３．８１ｃｍ）の頂点
距離を有する第３のクラブヘッドを、風洞で試験した。抵抗係数を用いて測定した最低の
空力抵抗は、約１．０インチ（２．５４ｃｍ）の頂点距離を有する第２のクラブヘッドで
観測された。
【００５５】
　図８は、頂点距離を増大させても、必ずしも抵抗の低下をもたらすとは限らないことを
示している。例えば、頂点距離を増大させると、抵抗が増大することも、抵抗が低下する
こともある。同様に、頂点距離を減少させても、必ずしも抵抗の増大をもたらすとは限ら
ない。例えば、頂点距離を減少させると、抵抗が増大することも、抵抗が低下することも
ある。図示の例では、頂点距離が０．５インチ（１．２７ｃｍ）から１．０インチ（２．
５４ｃｍ）に増大すると、頂点距離が０．５インチ（１．２７ｃｍ）から１．５インチ（
３．８１ｃｍ）に増大するときよりも大幅に抵抗が低下する。さらに、頂点距離が１．０
インチ（２．５４ｃｍ）から１．５インチ（３．８１ｃｍ）に増大すると、クラブヘッド
１００に加わる抵抗が増大する。したがって、クラブヘッド１００に加わる空力抵抗を低
下させるための最適な頂点距離が存在する。
【００５６】
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ｖｉ．ヒールトウ曲率半径
　再度図１を参照すると、クラウン移行プロフィル１８４に加えて、クラブヘッド１００
は、正面図で見たときにヒール１１６の付近からトウ１２０の付近まで延びる、前端部１
１２に位置するヒールトウ曲率半径をさらに含む。多くの実施形態では、ヒールトウ曲率
半径を増大させることによって、スイング中のクラブヘッド１００の空力抵抗をさらに低
下させることができる。
【００５７】
　ヒールトウ曲率半径は、３点法を使用して決定することができる。３点法は、クラブヘ
ッド１００の前端部１１２上に上縁部１３６に沿って３つの点を位置決めすることを含む
。３つの点は、ｘ軸３１４の方向に打撃面１０８の幾何学的中心１４０と整列して上縁部
１３６に沿って位置決めされた第１の点２７２と、ｘ軸３１４の方向に打撃面１０８の幾
何学的中心１４０からクラブヘッド１００のヒール１１６に向かって１．０インチ（２．
５４ｃｍ）だけずらして上縁部１３６に沿って位置決めされた第２の点２７４と、ｘ軸３
１４の方向に打撃面１０８の幾何学的中心１４０からクラブヘッド１００のトウ１２０に
向かって１．０インチ（２．５４ｃｍ）だけずらして上縁部１３６に沿って位置決めされ
た第３の点２７６とを含む。第１の点、第２の点、および第３の点と交わるように形成さ
れた円の半径が、クラブヘッド１００の前端部１１２のヒールトウ曲率半径を規定する。
【００５８】
　図示の実施形態では、ヒールトウ曲率半径は、打撃面１０８の上縁部１３６全体に沿っ
て、ヒール１１６の付近からトウ１２０の付近まで延びている。他の実施形態では、ヒー
ルトウ曲率半径は、打撃面１０８の上縁部１３６の一部に沿って延びることもある。
【００５９】
　ヒールトウ曲率半径を増大させることによって、スイング中にゴルフクラブヘッドに加
わる空力抵抗を低下させることができる。図示の実施形態では、ヒールトウ曲率半径を約
６．３２５インチ（１６．０７ｃｍ）にして、それよりも小さいヒールトウ曲率半径を有
する同様のクラブヘッドと比較して空力抵抗を低下させている。他の実施形態では、約４
．９インチ（１２．４ｃｍ）より大きいヒールトウ曲率半径、約５．２インチ（１３．２
ｃｍ）より大きいヒールトウ曲率半径、約５．５インチ（１４．０ｃｍ）より大きいヒー
ルトウ曲率半径、約５．８インチ（１４．７ｃｍ）より大きいヒールトウ曲率半径、約６
．０インチ（１５．２ｃｍ）より大きいヒールトウ曲率半径、約６．１インチ（１５．５
ｃｍ）より大きいヒールトウ曲率半径、約６．２インチ（１５．７ｃｍ）より大きいヒー
ルトウ曲率半径、約６．３インチ（１６．０ｃｍ）より大きいヒールトウ曲率半径、約６
．４インチ（１６．３ｃｍ）より大きいヒールトウ曲率半径、約６．５インチ（１６．５
ｃｍ）より大きいヒールトウ曲率半径、約６．６インチ（１６．８ｃｍ）より大きいヒー
ルトウ曲率半径、約６．７インチ（１７．０ｃｍ）より大きいヒールトウ曲率半径、約６
．８インチ（１７．３ｃｍ）より大きいヒールトウ曲率半径、約６．９インチ（１７．５
ｃｍ）より大きいヒールトウ曲率半径、または約７．０インチ（１７．８ｃｍ）より大き
いヒールトウ曲率半径で、クラブヘッド１００に加わる空力抵抗を低下させることもでき
る。さらに、他の実施形態では、約５．０から約６．５インチ（１２．７から１６．５ｃ
ｍ）の間のヒールトウ曲率半径、約５．２５から約６．７５インチ（１３．３から１７．
１ｃｍ）の間のヒールトウ曲率半径、約５．５から約７．０インチ（１４．０から１７．
８ｃｍ）の間のヒールトウ曲率半径、約５．７５から約７．２５インチ（１４．６から１
８．４ｃｍ）の間のヒールトウ曲率半径、約６．０から約７．５インチ（１５．２から１
９．１ｃｍ）の間のヒールトウ曲率半径、または約６．２５から約７．７５インチ（１５
．９から１９．７ｃｍ）の間のヒールトウ曲率半径で、クラブヘッド１００に加わる空力
抵抗を低下させることもできる。
【００６０】
　ヒールトウ曲率半径が増大することにより、それより小さいヒールトウ曲率半径を有す
る同様のクラブヘッドと比較して、正面図で見たときに、ヒールからトウに向かう方向に
クラウン移行領域１４４の平坦な形状を生じる。この平坦な形状が、層流を維持し、クラ
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ウンのヒール領域およびトウ領域の上の乱流を低減して、クラブヘッド１００に加わる空
力抵抗を低下させる。
【００６１】
ＩＩ．ソール移行領域
　図１を参照すると、ソール移行領域３４４は、クラブヘッド１００の打撃面１０８とソ
ール１３２の間で、ヒール１１６の付近からトウ１２０の付近まで延びている。本明細書
では、ゴルフクラブヘッド１００のソール移行領域３４４について、以下のように様々な
基準面および軸に関連して、さらに説明する。
【００６２】
　さらに図１を参照すると、ゴルフクラブヘッド１００は、本体１０４の前端部１１２に
沿ってヒール１１６からトウ１２０まで延びる湾曲軸３５０を含む。図示の実施形態では
、湾曲軸３５０は、打撃面１０８の底縁部１３８に沿って延びる。他の実施形態では、湾
曲軸３５０は、打撃面１０８の底縁部１３８からソール１３２寄りにずれていてもよい。
湾曲軸３５０の打撃面１０８の底縁部１３８からのずれの距離は、ヒール１１６からトウ
１２０まで進む間、一定であることもあれば、ヒール１１６からトウ１２０まで進む間に
変化することもある。例えば、湾曲軸３５０は、中心付近で、ヒール１１６付近で、トウ
１２０付近で、またはクラブヘッド１００上のこれらの位置の任意の組合せで、より大き
な距離だけ、またはより小さな距離だけ、打撃面１０８の底縁部１３８からずれているこ
ともある。
【００６３】
　図２を参照すると、ゴルフクラブヘッド１００は、ソール平面３８０をさらに含む。ソ
ール平面３８０は、ソール３２８の最下点を通って、ロフト平面１６０と平行に延びる。
ソール平面３８０とクラブヘッド１００のソール１３２との交差線が、さらに湾曲ソール
軸３８２を規定する。
【００６４】
　図２、図９、および図１０を参照すると、ソール移行領域３４４は、クラブヘッド１０
０の前端部１１２の底縁部１３８から、クラブヘッド１００のソール１３２に沿ってソー
ル平面３８０まで延びる。ソール移行領域３４４は、ｙ軸３１６（図２）およびｚ軸３１
８（図３）によって画定される平面に沿った横断面図で見たときに、ソール移行プロフィ
ル３８４を含む。これらの実施形態では、この横断面図は、クラブヘッド１００に沿った
ヒール１１６の付近からトウ１２０の付近までの任意の点で取ることができる。
【００６５】
ｉ．ソール移行プロフィルの高さおよび長さ
　図２を参照すると、ソール移行プロフィル３８４は、高さ３８８、および長さ３９２を
含む。ソール移行プロフィル３８４の高さ３８８は、ロフト平面１６０と平行な方向の、
底縁部１３８から湾曲ソール軸までの距離である。ソール移行プロフィル３８４の長さ３
９２は、ロフト平面１６０からソール平面３８０までの直交距離である。
【００６６】
　図２を参照すると、図示の実施形態では、ソール移行プロフィル３８４の長さ３９２は
、約０．５５から約０．６５インチ（１．４０から１．６５ｃｍ）の範囲である。他の実
施形態では、ソール移行プロフィル３８４の長さ３９２は、約０．１０から約１．２５イ
ンチ（０．２５から３．１８ｃｍ）、または約０．３から約０．９インチ（０．７６から
２．２９ｃｍ）の範囲とすることができる。例えば、ソール移行プロフィル３８４の長さ
３９２は、約０．１０インチ（０．２５ｃｍ）、約０．２０インチ（０．５１ｃｍ）、約
０．３０インチ（０．７６ｃｍ）、約０．４０インチ（１．０２ｃｍ）、約０．４５イン
チ（１．１４ｃｍ）、約０．５０インチ（１．２７ｃｍ）、約０．５５インチ（１．４０
ｃｍ）、約０．６０インチ（１．５２ｃｍ）、約０．６５インチ（１．６５ｃｍ）、約０
．７０インチ（１．７８ｃｍ）、約０．７５インチ（１．９１ｃｍ）、約０．８０インチ
（２．０３ｃｍ）、約０．９０インチ（２．２９ｃｍ）、約１．０インチ（２．５４ｃｍ
）、約１．１インチ（２．７９ｃｍ）、または約１．２インチ（３．０５ｃｍ）であるこ
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とがある。
【００６７】
　さらに図２を参照すると、図示の実施形態では、ソール移行プロフィル３８４の高さ３
８８は、約０．２３から約０．３１インチ（０．５８から０．７９ｃｍ）の範囲である。
他の実施形態では、ソール移行プロフィル３８４の長さ３８８は、約０．０５から約０．
４インチ（０．１３から１．０２ｃｍ）の範囲とすることができる。例えば、ソール移行
プロフィル３８４の高さ３８８は、約０．１０インチ（０．２５ｃｍ）、約０．１５イン
チ（０．３８ｃｍ）、約０．２０インチ（０．５１ｃｍ）、約０．２５インチ（０．６４
ｃｍ）、約０．３０インチ（０．７６ｃｍ）、約０．３５インチ（０．９０ｃｍ）、また
は約０．４０インチ（１．０２ｃｍ）であることがある。
【００６８】
　クラブヘッド１００は、ソール移行プロフィル３８４の高さ３８８に対する長さ３９２
の第１の比をさらに含む。図示の実施形態では、ソール移行プロフィル３８４の第１の比
は、約２．０から約２．５の範囲である。他の実施形態では、ソール移行プロフィル３８
４の第１の比は、約１．３から約３．５の範囲とすることができる。さらに、他の実施形
態では、ソール移行プロフィル３８４の第１の比は、約５．０未満、約４．５未満、約３
．５未満、約３．０未満、または約２．５未満の任意の値とすることができる。例えば、
ソール移行プロフィル３８４の第１の比は、約１．５、約２．０、約２．５、約３．０、
約３．５、約４．０、約４．５、または約５．０であることがある。
【００６９】
ｉｉ．ソール移行プロフィルの移行点および曲率半径
　図９を参照すると、ソール移行プロフィル３８４は、複数の曲率半径、および複数の移
行点をさらに含む。移行点は、ソール移行プロフィル３８４の曲率半径の変化を示す。図
示の実施形態では、ソール移行プロフィル３８４は、第１のソール移行点４１２と、第２
のソール移行点４２２と、第１のソール曲率半径４１４と、第２のソール曲率半径４２４
とを含む。第１のソール移行点４１２は、第１のずれ距離４１６だけロフト平面１６０か
らずれている。第２のソール移行点４２２は、第２のずれ距離４２６だけロフト平面１６
０からずれている。第２のずれ距離４２６は、第１のずれ距離４１６より大きい。第１の
ソール曲率半径４１４は、底縁部１３８から第１のソール移行点４１２まで延びる。第２
のソール曲率半径４２４は、第１のソール移行点４１２から第２のソール移行点４２２ま
で延びる。
【００７０】
　図９を参照すると、図示の実施形態では、第１のずれ距離４１６および第２のずれ距離
４２６は、クラブヘッド１００のヒール１１６からトウ１２０まで実質的に一定である。
他の実施形態では、第１のずれ距離４１６が、クラブヘッド１００のヒール１１６からト
ウ１２０までの間に変化することもある。例えば、第１のずれ距離４１６は、クラブヘッ
ド１００のヒール１１６に向かって大きくなる、クラブヘッド１００のトウ１２０に向か
って大きくなる、クラブヘッド１００の中心で大きくなる、または上記の位置の任意の組
合せで大きくなることがある。第１のずれ距離４１６は、例えば直線的、放物線的、２次
曲線的、指数関数的、またはその他の任意のプロフィルなど、任意のプロフィルに従って
、ヒール１１６からトウ１２０までの間で変化することができる。
【００７１】
　さらに、他の実施形態では、第２のずれ距離４２６が、クラブヘッド１００のヒール１
１６からトウ１２０までの間に変化することもある。例えば、第２のずれ距離４２６は、
クラブヘッド１００のヒール１１６に向かって大きくなる、クラブヘッド１００のトウ１
２０に向かって大きくなる、クラブヘッド１００の中心で大きくなる、または上記の位置
の任意の組合せで大きくなることがある。第２のずれ距離４２６は、例えば直線的、放物
線的、２次曲線的、指数関数的、またはその他の任意のプロフィルなど、任意のプロフィ
ルに従って、ヒール１１６からトウ１２０までの間で変化することができる。
【００７２】
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　図示の実施形態では、ソール移行プロフィル３８４は、約０．４０インチ（１．０２ｃ
ｍ）の第１のソール曲率半径４１４を有する。他の実施形態では、第１のソール曲率半径
４１４は、約０．３０から約０．５０インチ（０．７６から１．２７ｃｍ）の範囲とする
ことができる。例えば、第１のソール曲率半径４１４は、約０．３０インチ（０．７６ｃ
ｍ）、約０．３５インチ（０．８９ｃｍ）、約０．４０インチ（１．０２ｃｍ）、約０．
４５インチ（１．１４ｃｍ）、または約０．５０インチ（１．２７ｃｍ）であることがあ
る。さらに別の例では、第１のソール曲率半径４１４は、約０．５インチ（１．２７ｃｍ
）未満、約０．４７５（１．２１ｃｍ）未満、約０．４５インチ（１．１４ｃｍ）未満、
約０．４２５インチ（１．０８ｃｍ）未満、または約０．４０インチ（１．０２ｃｍ）未
満とすることができる。
【００７３】
　図９を参照すると、図示の実施形態では、第１のソール曲率半径４１４および第２のソ
ール曲率半径４２４は、クラブヘッド１００のヒール１１６からトウ１２０まで実質的に
一定である。他の実施形態では、第１のソール曲率半径４１４が、クラブヘッド１００の
ヒール１１６からトウ１２０までの間に変化することもある。例えば、第１のソール曲率
半径４１４は、クラブヘッド１００のヒール１１６に向かって大きくなる、クラブヘッド
１００のトウ１２０に向かって大きくなる、クラブヘッド１００の中心で大きくなる、ま
たは上記の位置の任意の組合せで大きくなることがある。第１のソール曲率半径４１４は
、例えば直線的、放物線的、２次曲線的、指数関数的、またはその他の任意のプロフィル
など、任意のプロフィルに従って、ヒール１１６からトウ１２０までの間で変化すること
ができる。
【００７４】
　他の実施形態では、第２のソール曲率半径４２４が、クラブヘッド１００のヒール１１
６からトウ１２０までの間に変化することもある。例えば、第２のソール曲率半径４２４
は、クラブヘッド１００のヒール１１６に向かって大きくなる、クラブヘッド１００のト
ウ１２０に向かって大きくなる、クラブヘッド１００の中心で大きくなる、または上記の
位置の任意の組合せで大きくなることがある。第２のソール曲率半径４２４は、例えば直
線的、放物線的、２次曲線的、指数関数的、またはその他の任意のプロフィルなど、任意
のプロフィルに従って、ヒール１１６からトウ１２０までの間で変化することができる。
【００７５】
　図９および図１０を参照すると、図示の実施形態では、ソール移行プロフィル３８４は
、２つの移行点、および２つの曲率半径を有する。他の実施形態では、ソール移行プロフ
ィル３８４は、任意数の移行点、および任意数の曲率半径を含むことができる。例えば、
ソール移行プロフィル３８４は、１個、２個、３個、４個、５個、６個、７個、８個、９
個、１０個、またはその他の任意数の移行点を含むことができる。さらに別の例では、ソ
ール移行プロフィル３８４は、１個、２個、３個、４個、５個、６個、７個、８個、９個
、１０個、またはその他の任意数の曲率半径を含むことができる。
【００７６】
　クラブヘッドに加わる空力抵抗は、ソール移行プロフィルの第１の比が値１．０に近づ
くにつれて（すなわちソール移行プロフィルの長さがソール移行プロフィルの高さに近づ
くにつれて、またはソール移行プロフィルの高さがソール移行プロフィルの長さに近づく
につれて）低下する。本明細書に記載するクラブヘッド１００のソール移行プロフィル３
８４の第１の比は、他の既知のゴルフクラブヘッドのソール移行プロフィルの第１の比よ
り小さい。したがって、本明細書に記載するクラブヘッド１００は、他の既知のゴルフク
ラブヘッドより空力抵抗がより小さく、したがってスイング速度およびボール飛距離が大
きい。
【００７７】
　第１のソール曲率半径４１４による空力抵抗の低下を、様々な第１のソール曲率半径を
有する様々な例示的なクラブヘッドについて風洞試験を用いて決定した。図１１を参照す
ると、約０．１０インチ（０．２５ｃｍ）の第１のソール曲率半径を有する第１のクラブ
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ヘッド、約０．３０インチ（０．７６ｃｍ）の第１のソール曲率半径を有する第２のクラ
ブヘッド、および約０．５０インチ（１．２７ｃｍ）の第１のソール曲率半径を有する第
３のクラブヘッドを、風洞で試験した。抵抗係数を用いて測定した、最適なクローズドフ
ェース・インパクトでの最低の空力抵抗は、約０．３０インチ（０．７６ｃｍ）の第１の
ソール曲率半径を有する第２のクラブヘッドで観測された。さらに、他の実施形態では、
最低の空力抵抗は、０．３０インチ（０．７６ｃｍ）から０．４０インチ（１．０２ｃｍ
）の間の第１のソール曲率半径で観測される可能性がある。
【００７８】
　図１１は、第１のソール曲率半径を増大させても、必ずしも抵抗の低下をもたらすとは
限らないことを示している。例えば、第１のソール曲率半径を増大させると、抵抗が増大
することも、抵抗が低下することもある。同様に、第１のソール曲率半径を減少させても
、必ずしも抵抗の増大をもたらすとは限らない。例えば、第１のソール曲率半径を減少さ
せると、抵抗が増大することも、抵抗が低下することもある。図示の例では、インパクト
時に最適なクローズドフェースのクラブ角度（すなわち９０度）である場合には、第１の
ソール曲率半径が０．１０インチ（０．２５ｃｍ）から０．３０インチ（０．７６ｃｍ）
に増大すると、第１のソール曲率半径が０．１０インチ（０．２５ｃｍ）から０．５０イ
ンチ（１．２７ｃｍ）に増大するときよりも大幅に抵抗が低下する。さらに、インパクト
時に最適なクローズドフェースのクラブ角度（すなわち９０度）である場合には、第１の
ソール曲率半径が０．３０インチ（０．７６ｃｍ）から０．５０インチ（１．２７ｃｍ）
に増大すると、クラブヘッド１００に加わる抵抗が増大する。したがって、インパクト時
に最適なクローズドフェースである場合には、クラブヘッド１００に加わる空力抵抗を低
下させるための最適な第１のソール曲率半径が存在する。図１１は、さらに、インパクト
時に最適なクローズドフェースの角度である場合には、約０．３０インチ（０．７６ｃｍ
）から約０．４０インチ（１．０２ｃｍ）の間の第１のソール曲率半径がクラブヘッド１
００に加わる抵抗の最大の低下をもたらすことを示すデータに適合する曲線を示している
。
【００７９】
ｉｉｉ．ソール移行プロフィルの角度
　図１０を参照すると、ソール移行プロフィル３８４は、さらに、ソール３２８の最下点
およびロフト平面１６０に対する第１のソール移行点４１２および第２のソール移行点４
２２の位置によって特徴付けることができる。横断面図で見ると、ソール移行プロフィル
３８４は、第１の軸４５０と、第２の軸４６０と、第１の角度４５２と、第２の角度４６
２とを含む。第１の軸４５０は、第１のソール移行点４１２および第２のソール移行点４
２２を通って延び、ロフト平面１６０との間に第１の角度４５２を形成する。第２の軸４
６０は、第１のソール移行点４１２およびソール３２８の最下点を通って延び、ロフト平
面１６０との間に第２の角度４６２を形成する。
【００８０】
　図示の実施形態では、ソール移行プロフィル３８４の第１の角度４５２は、約９５から
約１０５度の範囲であり、ソール移行プロフィル３８４の第２の角度４６２は、８５から
９５度の範囲である。他の実施形態では、ソール移行プロフィル３８４の第１の角度４５
２は、約８０から約１２０度の範囲であることもあり、ソール移行プロフィル３８４の第
２の角度４６２は、７０から１２０度の範囲であることもある。他の実施形態では、ソー
ル移行プロフィル３８４の第２の角度４６２は、７０度より大きい、７５度より大きい、
８０度より大きい、または９０度より大きい任意の値とすることができる。
【００８１】
ＩＩＩ．リア移行領域
　図２、図３、および図１２を参照すると、リア移行領域５４４は、クラブヘッド１００
のクラウン１２４とソール１３２の間で、クラブヘッド１００のスカートまたは後縁部ま
たは後端部１１４に沿ってヒール１１６の付近からトウ１２０の付近まで延びている。リ
ア移行領域５４４は、断面図で見ると、リア移行プロフィル５８４を含む。この断面図は
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、クラブヘッド１００の後端部１１４に沿ったヒール１１６の付近からトウ１２０の付近
までの任意の点で取ることができる。多くの実施形態では、リア移行プロフィル５８４の
横断面図は、クラブヘッド１００のヒール１１６またはトウ１２０に対する位置に応じて
、ロフト平面１６０に対して様々な配向を有する平面に沿って取られる。上記その他の実
施形態では、断面図は、クラブヘッドの後端部１１４に対して直交して位置するリア平面
に沿って取られる。具体的には、上記その他の実施形態では、リア平面は、上面図で見た
ときに、クラブヘッドの後端部１１４に隣接して位置する接平面に対して直交する。
【００８２】
ｉ．リア移行プロフィルの移行点および曲率半径
　図１２を参照すると、リア移行プロフィル５８４は、第１の移行点６１２と第２の移行
点６２２の間に位置するリア曲率半径６１４をさらに含む。多くの実施形態では、第１の
移行点６１２は、断面図における後端部１１４付近のクラウン１２４の縁部の、後端部１
１４付近のクラウン１２４の曲率が逸脱する箇所に位置する。いくつかの実施形態では、
第１の移行点６１２の位置は、クラブヘッド１００のクラウンの曲率が逸脱してスカート
または後端部１１４に移行する箇所を示すことができるスプライン法を用いて決定するこ
とができる。他の実施形態では、第１の移行点６１２は、断面図におけるクラブヘッド１
００の後端部１１４またはスカートの、リア曲率半径６１４が開始する箇所に位置するこ
とがある。第２の移行点は、断面図におけるクラブヘッドの後端部１１４またはスカート
の、リア曲率半径６１４が終了する箇所に位置する。
【００８３】
　図示の実施形態では、リア移行プロフィル５８４は、約０．１５インチ（０．３８ｃｍ
）のリア曲率半径６１４を有する。他の実施形態では、リア曲率半径６１４は、約０．１
０から約０．２５インチ（０．２５から０．６４ｃｍ）の範囲とすることができる。さら
に別の例では、リア曲率半径６１４は、約０．１０インチ（０．２５ｃｍ）、約０．１５
インチ（０．３８ｃｍ）、約０．２０インチ（０．５１ｃｍ）、または約０．２５インチ
（０．６４ｃｍ）であることもある。さらに別の例では、リア曲率半径６１４は、約０．
３０インチ（０．７６ｃｍ）未満、約０．２７５インチ（０．７０ｃｍ）未満、約０．２
５インチ（０．６４ｃｍ）未満、約０．２２５インチ（０．５７ｃｍ）未満、または約０
．２０インチ（０．５１ｃｍ）未満とすることもできる。
【００８４】
　図示の実施形態では、リア曲率半径６１４は、クラブヘッド１００のスカートまたは後
端部１１４に沿ってヒール１１６からトウ１２０まで実質的に一定である。他の実施形態
では、リア曲率半径６１４は、クラブヘッド１００のスカートまたは後端部１１４に沿っ
てヒール１１６からトウ１２０までの間に変化することもある。リア曲率半径６１４は、
クラブヘッド１００のヒール１１６付近で大きくなる、クラブヘッド１００のトウ１２０
付近で大きくなる、クラブヘッド１００のスカートまたは後端部１１４の中心で大きくな
る、または上記の位置の任意の組合せで大きくなることがある。例えば、リア曲率半径６
１４は、クラブヘッドの後端部１１４の中心よりもヒール１１６およびトウ１２０の付近
の方が大きいこともある。さらに別の例では、リア曲率半径６１４は、ヒール１１６およ
びトウ１２０の付近よりもクラブヘッドの後端部１１４の中心の方が大きいこともある。
【００８５】
　リア曲率半径６１４は、例えば直線的、放物線的、２次曲線的、指数関数的、またはそ
の他の任意のプロフィルなど、任意のプロフィルに従って、ヒール１１６からトウ１２０
までの間で変化することができる。さらに、リア曲率半径６１４は、クラブヘッド１００
のヒール１１６付近、クラブヘッド１００のトウ１２０付近、クラブヘッド１００の後端
部１１４の中心、または上記の位置の任意の組合せなど、リア移行領域５４４の一部のみ
を含むこともある。
【００８６】
　図示の実施形態では、リア移行プロフィル５８４は、１つの曲率半径を有する。他の実
施形態では、リア移行プロフィル５８４は、任意数の曲率半径を含むことができる。例え
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ば、リア移行プロフィル５８４は、１個、２個、３個、４個、５個、６個、７個、８個、
９個、１０個、またはその他の任意数の曲率半径を含むことができる。
【００８７】
　第１のリア曲率半径６１４による空力抵抗の低下を、様々な第１のリア曲率半径を有す
る様々な例示的なクラブヘッドについて風洞試験を用いて決定した。図１３を参照すると
、約０．１５インチ（０．３８ｃｍ）の第１のリア曲率半径を有する第１のクラブヘッド
４１０、約０．２５インチ（０．６４ｃｍ）の第１のリア曲率半径を有する第２のクラブ
ヘッド４２０、約０．３５インチ（０．９０ｃｍ）の第１のリア曲率半径を有する第３の
クラブヘッド４３０、および約０．４５インチ（１．１４ｃｍ）の第１のリア曲率半径を
有する第４のクラブヘッド４４０を、風洞で試験した。抵抗係数を用いて測定した最低の
空力抵抗は、約０．１５インチ（０．３８ｃｍ）の第１のリア曲率半径を有する第１のク
ラブヘッドで観測された。図１３は、第１のリア曲率半径を減少させるとクラブヘッドに
加わる抵抗が低下することを示している。
【００８８】
ｉｉ．リア移行プロフィルの高さ
　さらに図１２を参照すると、図示の実施形態では、リア移行プロフィル５８４は、ロフ
ト平面１６０と平行な方向に第１の移行点６１２から第２の移行点６２２までの距離とし
て測定される高さ５８８を含む。図示の実施形態では、リア移行プロフィル５８４の高さ
５８８は、約０．１０から約０．２６インチ（０．２５から０．６６ｃｍ）の範囲である
。他の実施形態では、リア移行プロフィル５８４の高さ５８８は、０．０５から０．５０
インチ（０．１３から１．２７ｃｍ）の範囲であることがある。例えば、リア移行プロフ
ィル５８４の高さ５８８は、約０．０５インチ（０．１３ｃｍ）、約０．１０インチ（０
．２５ｃｍ）、約０．１５インチ（０．３８ｃｍ）、約０．２０インチ（０．５１ｃｍ）
、約０．２５インチ（０．６４ｃｍ）、約０．３０インチ（０．７６ｃｍ）、約０．３５
インチ（０．８９ｃｍ）、約０．４０インチ（１．０２ｃｍ）、約０．４５インチ（１．
１４ｃｍ）、または約０．５０インチ（１．２７ｃｍ）であることがある。
【００８９】
ＩＶ．クラウン移行プロフィル、ソール移行プロフィル、およびリア移行プロフィルの関
係
　多くの実施形態では、これらの移行領域によって得られる空力抵抗の最大の低下は、上
述のように、クラブヘッド１００が、第１のクラウン曲率半径２１４を有するクラウン移
行プロフィル１８４と、第１のソール曲率半径４１４を有するソール移行プロフィル３８
４と、リア曲率半径６１４を有するリア移行プロフィル５８４とを含むときに、実現する
ことができる。クラブヘッド１００の図示の実施形態は、クラブヘッド１００のクラウン
移行領域、ソール移行領域、およびリア移行領域によって得られる空力抵抗の低下を最大
限に高める、クラウン移行プロフィル１８４と、ソール移行プロフィル３８４と、リア移
行プロフィル５８４とを含む。多くの実施形態では、クラウン移行プロフィルが、クラウ
ン移行プロフィル１８４、ソール移行プロフィル３８４、およびリア移行プロフィル５８
４を有するクラブヘッド１００における全抵抗低下に対して最大の割合を占める。
【００９０】
　本明細書に記載するクラブヘッド１００は、第１のクラウン曲率半径２１４を有するク
ラウン移行プロフィル１８４と、第１のソール曲率半径４１４を有するソール移行プロフ
ィル３８４と、リア曲率半径６１４を有するリア移行プロフィル５８４の、クラブヘッド
１００に加わる空力抵抗を低下させるのに最適な様々な関係をさらに含む。多くの実施形
態では、第１のソール曲率半径４１４を、第１のクラウン曲率半径２１４より大きく、第
１のクラウン曲率半径２１４を、リア曲率半径６１４より大きくして、クラブヘッド１０
０に加わる空力抵抗を低下させる。
【００９１】
　図示の実施形態では、第１のソール曲率半径４１４に対する第１のクラウン曲率半径２
１４の第１の比は、約０．２４インチ（０．６１ｃｍ）である。他の実施形態では、第１



(20) JP 6912552 B2 2021.8.4

10

20

30

40

50

のソール曲率半径４１４に対する第１のクラウン曲率半径２１４の第１の比は、約０．４
から約１．０、約０．５から約１．０、約０．６から約１．０、約０．７から約１．０、
約０．８から約１．０、または約０．９から約１．０の範囲とすることもできる。
【００９２】
　図示の実施形態では、リア曲率半径６１４に対する第１のクラウン曲率半径２１４の第
２の比は、約１．３３インチ（３．３８ｃｍ）である。他の実施形態では、リア曲率半径
６１４に対する第１のクラウン曲率半径２１４の第２の比は、約１．０から約３．５、約
１．０から約３．０、約１．０から約２．５、約１．０から約２．０、または約１．０か
ら約１．５の範囲とすることができる。
【００９３】
　図示の実施形態では、リア曲率半径６１４に対する第１のソール曲率半径４１４の第３
の比は、約１．５インチ（３．８１ｃｍ）である。他の実施形態では、リア曲率半径６１
４に対する第１のソール曲率半径４１４の第３の比は、約１．０から約５．０、約１．０
から約４．５、約１．０から約４．０、約１．０から約３．５、約１．０から約３．０、
または約１．０から約２．５の範囲とすることができる。
【００９４】
　他の実施形態では、クラブヘッドは、１個、２個、３個、４個、または５個のクラウン
曲率半径など、任意数のクラウン曲率半径を有することができる。さらに、他の実施形態
では、クラブヘッドは、１個、２個、３個、４個、または５個のソール曲率半径など、任
意数のソール曲率半径を有することができる。さらに、他の実施形態では、クラブヘッド
は、１個、２個、３個、４個、または５個のリア曲率半径など、任意数のリア曲率半径を
有することができる。
【００９５】
　本明細書に記載するクラブヘッド１００は、クラウン移行プロフィル、ソール移行プロ
フィル、およびリア移行プロフィルを含む。他の実施形態では、クラブヘッドは、本明細
書に記載するように、クラウン移行プロフィル、ソール移行プロフィル、またはリア移行
プロフィルのうちの１つまたは複数を含むこともできる。例えば、他の実施形態では、ク
ラブヘッドは、１つまたは複数のクラウン曲率半径を有するクラウン移行プロフィルを有
するクラウン移行領域、１つまたは複数のソール曲率半径を有するソール移行プロフィル
を有するソール移行領域、あるいは１つまたは複数のリア曲率半径を有するリア移行プロ
フィルを有するリア移行領域のうちの１つまたは複数を有することができる。移行領域に
よる最大の空力抵抗低下は、クラブヘッドがクラウン移行プロフィル、ソール移行プロフ
ィル、およびリア移行プロフィルの全てを含むときに得られるが、クラブヘッドがクラウ
ン移行プロフィル、ソール移行プロフィル、およびリア移行プロフィルよりも少ない数の
移行領域しか含まない実施形態でも、クラウン移行プロフィル、リア移行プロフィル、お
よびソール移行プロフィルのないクラブヘッドと比較すれば、依然として空力抵抗を低下
させることができる。
【００９６】
Ｖ．製造方法
　図１４は、本明細書に記載するクラブヘッド１００を製造する方法１０００を示す図で
ある。方法１０００のブロック１１００は、打撃面１０８を形成することを含む。多くの
実施形態では、打撃面１０８の形成は、機械での作製によって実施される。他の実施形態
では、打撃面１０８の形成は、機械での作製、鋳造、鍛造、積層印刷（例えば３Ｄ印刷）
、またはその他の任意の適当なプロセスによって実施することができる。
【００９７】
　さらに図１４を参照すると、方法１０００のブロック１２００は、前端部１１２と、前
端部１１２の反対側の後端部１１４と、ヒール１１６と、ヒール１１６の反対側のトウ１
２０と、頂点１２８を有するクラウン１２４と、クラウン１２４の反対側のソール１３２
と、クラウン移行領域、ソール移行領域、及びリア移行領域のうちの少なくとも１つを有
する本体１０４を形成することを含む。多くの実施形態では、本体１０４の形成は、鋳造
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によって実施される。他の実施形態では、本体１０４の形成は、機械での作製、鋳造、鍛
造、積層印刷（例えば３Ｄ印刷）、またはその他の任意の適当なプロセスによって実施す
ることができる。
【００９８】
　さらに図１４を参照すると、方法１０００のブロック１３００は、打撃面１０８を本体
１０４に結合して、本明細書に記載するようにクラウン移行領域、ソール移行領域、及び
リア移行領域のうちの少なくとも１つを有するクラブヘッド１００を得ることを含む。多
くの実施形態では、打撃面１０８の本体１０４との結合は、溶接によって実施することが
できる。他の実施形態では、打撃面１０８の本体１０４への結合は、その他の任意の適当
な方法によって実施することができる。
【００９９】
　クラブヘッド１００を製造する方法１０００のこれらのブロックは、１つのブロックに
まとめて、同時に実行することもできる。例えば、打撃面１０８と本体１０４とを一緒に
形成することもできる。さらに、クラブヘッド１００を製造する方法１０００は、追加の
ブロック、または異なるブロックを含むこともできる。本開示の範囲を逸脱することなく
、方法１０００について様々な変更を実施することができる。
【０１００】
　第１項。上縁部、底縁部、および中心を有する打撃面であって、中心を通って延びるロ
フト平面であって、打撃面に接して位置するロフト平面を規定する打撃面と、本体と、を
備え、本体は、前端部と、前端部の反対側の後端部と、ヒールと、ヒールの反対側のトウ
と、頂点およびクラウン移行プロフィルを含むクラウンであって、クラウン移行プロフィ
ルが、打撃面の上縁部から第１のクラウン移行点まで延びる第１のクラウン曲率半径を有
し、第１のクラウン曲率半径が、約０．１８インチから約０．３０インチの間であるクラ
ウンと、最下点およびソール移行プロフィルを含むソールであって、ソール移行プロフィ
ルが、打撃面の底縁部から第１のソール移行点まで延びる第１のソール曲率半径を有し、
第１のソール曲率半径が、約０．３インチ（０．７６ｃｍ）から約０．５インチ（１．２
７ｃｍ）の間である、ソールと、約０．１インチ（０．２５ｃｍ）から約０．２５インチ
（０．６４ｃｍ）の間のリア曲率半径を有するリア移行プロフィルと、を備える、ゴルフ
クラブヘッド。
【０１０１】
　第２項。クラウン移行プロフィルは、ロフト平面から頂点平面までの直交距離として測
定される長さと、ロフト平面と平行な方向での打撃面の上縁部からクラウン軸までの距離
として測定される高さと、をさらに備え、クラウン移行プロフィルの高さに対する長さの
比が、３．５以下である、第１項に記載のゴルフクラブヘッド。
【０１０２】
　第３項。クラウン移行プロフィルの高さに対する長さの比が、３．０以下である、第２
項に記載のゴルフクラブヘッド。
【０１０３】
　第４項。クラウン移行プロフィルの長さが、１．１３から１．３４インチ（２．８７か
ら３．４０ｃｍ）の間であり、クラウン移行プロフィルの高さが、０．４１から０．４７
インチ（１．０４から１．１９ｃｍ）の間である、第２項に記載のゴルフクラブヘッド。
【０１０４】
　第５項。頂点が、ロフト平面に対して直交する方向に測定される頂点距離だけロフト平
面からずれており、前記頂点距離が、約０．８から約１．４インチ（２．０３から３．５
６ｃｍ）の間である、第１項に記載のゴルフクラブヘッド。
【０１０５】
　第６項。クラウン移行プロフィルは、第１のクラウン移行点から第２のクラウン移行点
まで延びる第２のクラウン曲率半径をさらに備え、第２のクラウン曲率半径が、第１のク
ラウン曲率半径より大きい、第１項に記載のゴルフクラブヘッド。
【０１０６】
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　第７項。打撃面の上縁部に沿ってクラブヘッドのヒールの付近からトウの付近まで延び
るヒールトウ曲率半径をさらに備え、ヒールトウ曲率半径が、約４．９インチ（１２．４
ｃｍ）より大きい、第１項に記載のゴルフクラブヘッド。
【０１０７】
　第８項。ソール移行プロフィルは、ロフト平面からソール平面までの直交距離として測
定される長さと、ロフト平面と平行な方向での打撃面の底縁部からソール軸までの距離と
して測定される高さと、をさらに備え、ソール移行プロフィルの高さに対する長さの比が
、３．５以下である、第１項に記載のゴルフクラブヘッド。
【０１０８】
　第９項。ソール移行プロフィルの長さが、０．１０から１．２５インチ（０．２５から
３．１８ｃｍ）の間であり、ソール移行プロフィルの高さが、０．０５から０．４０イン
チ（０．１３から１．０２ｃｍ）の間である、第８項に記載のゴルフクラブヘッド。
【０１０９】
　第１０項。ソール移行プロフィルは、第１のソール移行点から第２のソール移行点まで
延びる第２のソール曲率半径をさらに備え、第２のソール曲率半径が、第１のソール曲率
半径より大きい、第１項に記載のゴルフクラブヘッド。
【０１１０】
　第１１項。シャフトと、グリップと、ゴルフクラブヘッドと、を備え、上縁部、底縁部
、および中心を有する打撃面であって、中心を通って延びるロフト平面であって、打撃面
に接して位置するロフト平面を規定する打撃面と、本体と、を備え、本体は、前端部と、
前端部の反対側の後端部と、ヒールと、ヒールの反対側のトウと、頂点およびクラウン移
行プロフィルを含むクラウンであって、クラウン移行プロフィルが、打撃面の上縁部から
第１のクラウン移行点まで延びる第１のクラウン曲率半径を有し、第１のクラウン曲率半
径が、約０．１８インチ（０．４６ｃｍ）から約０．３０インチ（０．７６ｃｍ）の間で
あるクラウンと、最下点およびソール移行プロフィルを含むソールであって、ソール移行
プロフィルが、打撃面の底縁部から第１のソール移行点まで延びる第１のソール曲率半径
を有し、第１のソール曲率半径が、約０．３インチ（０．４６ｃｍ）から約０．５インチ
（１．２７ｃｍ）の間であるソールと、約０．１インチ（０．２５４ｃｍ）から約０．２
５インチ（０．６４ｃｍ）の間のリア曲率半径を有するリア移行プロフィルと、を備える
、ゴルフクラブ。
【０１１１】
　第１２項。クラウン移行プロフィルは、ロフト平面から頂点平面までの直交距離として
測定される長さと、ロフト平面と平行な方向での打撃面の上縁部からクラウン軸までの距
離として測定される高さと、をさらに備え、クラウン移行プロフィルの高さに対する長さ
の比が、３．５以下である、第１１項に記載のゴルフクラブ。
【０１１２】
　第１３項。クラウン移行プロフィルの高さに対する長さの比が、３．０以下である、第
１２項に記載のゴルフクラブ。
【０１１３】
　第１４項。クラウン移行プロフィルの長さが、１．１３から１．３４インチ（２．８７
から３．４０ｃｍ）の間であり、クラウン移行プロフィルの高さが、０．４１から０．４
７インチ（１．０４から１．１９ｃｍ）の間である、第１２項に記載のゴルフクラブ。
【０１１４】
　第１５項。クラウン移行プロフィルは、第１のクラウン移行点から第２のクラウン移行
点まで延びる第２のクラウン曲率半径をさらに備え、第２のクラウン曲率半径が、第１の
クラウン曲率半径より大きい、第１１項に記載のゴルフクラブ。
【０１１５】
　第１６項。打撃面の上縁部に沿ってクラブヘッドのヒールの付近からトウの付近まで延
びるヒールトウ曲率半径をさらに備え、ヒールトウ曲率半径が、約４．９インチ（１２．
４ｃｍ）より大きい、第１１項に記載のゴルフクラブ。
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【０１１６】
　第１７項。ソール移行プロフィルは、ロフト平面からソール平面までの直交距離として
測定される長さと、ロフト平面と平行な方向の打撃面の底縁部からソール軸までの距離と
して測定される高さと、をさらに備え、ソール移行プロフィルの高さに対する長さの比が
、３．５以下である、第１１項に記載のゴルフクラブ。
【０１１７】
　第１８項。ソール移行プロフィルの長さが、０．１０から１．２５インチ（０．２５か
ら３．１８ｃｍ）の間であり、ソール移行プロフィルの高さが、０．０５から０．４０イ
ンチ（０．１３から１．０２ｃｍ）の間である、第１７項に記載のゴルフクラブ。
【０１１８】
　第１９項。ソール移行プロフィルは、第１のソール移行点から第２のソール移行点まで
延びる第２のソール曲率半径をさらに備え、第２のソール曲率半径が、第１のソール曲率
半径より大きい、第１１項に記載のゴルフクラブ。
【０１１９】
　第２０項。第１項に記載のゴルフクラブヘッドを製造する方法であって、打撃面を機械
で作製するステップと、前端部と、前端部の反対側の後端部と、ヒールと、ヒールの反対
側のトウと、頂点およびクラウン移行プロフィルを有するクラウンと、クラウンの反対側
のソールと、を有する本体を鋳造するステップと、溶接によって打撃面を本体に結合して
、クラウン移行プロフィル、ソール移行プロフィル、およびリア移行プロフィルを有する
クラブヘッドを得るステップと、を含む、方法。
【０１２０】
　１つまたは複数の請求する要素を置換することは、再構築であって、修理ではない。さ
らに、利益、その他の利点、および課題の解決策について、特定の実施形態に関連して説
明した。しかし、利益、利点、課題の解決策、および任意の利益、利点、または解決策を
生じる、またはさらに顕著にする可能性がある任意の１つまたは複数の要素は、任意また
は全ての請求項の重要、必要、または不可欠な特徴または要素として解釈すべきではない
。
【０１２１】
　ゴルフのルールは時代とともに変化する可能性がある（例えば、全米ゴルフ協会（ＵＳ
ＧＡ）、ロイヤル・アンド・エンシェント・ゴルフクラブ・オブ・セント・アンドリュー
ス（Ｒ＆Ａ）などのゴルフ規格協会および／または統括団体によって、新たな規定が採用
されたり、あるいは古いルールが削除または修正されたりすることがある）ので、本明細
書に記載する装置、方法、および製造品に関係するゴルフ器具は、任意の特定の時点では
、ゴルフのルールに則っている可能性も、則っていない可能性もある。したがって、本明
細書に記載する装置、方法、および製造品に関係するゴルフ器具は、適合ゴルフ器具また
は不適合ゴルフ器具として、広告され、市場に出、かつ／または販売される可能性がある
。本明細書に記載する装置、方法、および製造品は、この点で限定されない。
【０１２２】
　上記の例は、ドライバータイプのゴルフクラブに関連して説明したが、本明細書に記載
する装置、方法、および製造品は、フェアウェイウッドタイプのゴルフクラブ、ハイブリ
ッドタイプのゴルフクラブ、アイアンタイプのゴルフクラブ、ウェッジタイプのゴルフク
ラブ、またはパタータイプのゴルフクラブなど、その他のタイプのゴルフクラブにも適用
できる可能性がある。あるいは、本明細書に記載する装置、方法、および製造品は、ホッ
ケーのスティック、テニスのラケット、釣り竿、スキーのストックなど、他の種類のスポ
ーツの器具に適用できる可能性もある。
【０１２３】
　さらに、本明細書に開示する実施形態および限定は、これらの実施形態および／または
限定が、（１）特許請求の範囲において明示的に請求されておらず、かつ（２）均等論の
下で特許請求の範囲における明示的な要素および／または限定の均等物である、または潜
在的な均等物である場合には、公有の原則（doctrine of dedication）の下で公に提供さ
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れない。
【０１２４】
　本開示の様々な特徴および利点を、以下の特許請求の範囲に記載する。
　以下の項目は、出願時の特許請求の範囲に記載の要素である。
（項目１）
　ゴルフクラブヘッドであって、
　上縁部、底縁部、および中心を有する打撃面であって、前記中心を通って延びるロフト
平面であって、前記打撃面に接して位置する前記ロフト平面を規定する前記打撃面と、
　本体と、を備え、
　前記本体は、
　　前端部と、
　　前記前端部の反対側の後端部と、
　　ヒールと、
　　前記ヒールの反対側のトウと、
　　頂点およびクラウン移行プロフィルを含むクラウンと、
　　最下点およびソール移行プロフィルを含むソールと、
　　約０．１インチから約０．２５インチの間のリア曲率半径を有するリア移行プロフィ
ルと、を備え、
　前記クラウン移行プロフィルは、前記打撃面の前記上縁部から第１のクラウン移行点ま
で延びる第１のクラウン曲率半径を有し、
　前記第１のクラウン曲率半径は、約０．１８インチから約０．３０インチの間であり、
　前記ソール移行プロフィルは、前記打撃面の前記底縁部から第１のソール移行点まで延
びる第１のソール曲率半径を有し、
　前記第１のソール曲率半径は、約０．３インチから約０．５インチの間である、ゴルフ
クラブヘッド。
（項目２）
　前記クラウン移行プロフィルは、
　　前記ロフト平面から頂点平面までの直交距離として測定される長さと、
　　前記ロフト平面と平行な方向での前記打撃面の前記上縁部からクラウン軸までの距離
として測定される高さと、をさらに備え、
　前記クラウン移行プロフィルの前記高さに対する前記長さの比は、３．５以下である、
項目１に記載のゴルフクラブヘッド。
（項目３）
　前記クラウン移行プロフィルの前記高さに対する前記長さの前記比は、３．０以下であ
る、項目２に記載のゴルフクラブヘッド。
（項目４）
　前記クラウン移行プロフィルの前記長さは、１．１３から１．３４インチの間であり、
　前記クラウン移行プロフィルの前記高さは、０．４１から０．４７インチの間である、
項目２に記載のゴルフクラブヘッド。
（項目５）
　前記頂点は、前記ロフト平面に対して直交する方向に測定される頂点距離だけ前記ロフ
ト平面からずれており、
　前記頂点距離は、約０．８から約１．４インチの間である、項目１に記載のゴルフクラ
ブヘッド。
（項目６）
　前記クラウン移行プロフィルは、前記第１のクラウン移行点から第２のクラウン移行点
まで延びる第２のクラウン曲率半径をさらに備え、
　前記第２のクラウン曲率半径は、前記第１のクラウン曲率半径より大きい、項目１に記
載のゴルフクラブヘッド。
（項目７）
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　前記打撃面の前記上縁部に沿って前記クラブヘッドの前記ヒールの付近から前記トウの
付近まで延びるヒールトウ曲率半径をさらに備え、
　前記ヒールトウ曲率半径は、約４．９インチより大きい、項目１に記載のゴルフクラブ
ヘッド。
（項目８）
　前記ソール移行プロフィルは、
　　前記ロフト平面からソール平面までの直交距離として測定される長さと、
　　前記ロフト平面と平行な方向での前記打撃面の前記底縁部からソール軸までの距離と
して測定される高さと、をさらに備え、
　前記ソール移行プロフィルの前記高さに対する前記長さの比は、３．５以下である、項
目１に記載のゴルフクラブヘッド。
（項目９）
　前記ソール移行プロフィルの前記長さは、０．１０から１．２５インチの間であり、
　前記ソール移行プロフィルの前記高さは、０．０５から０．４０インチの間である、項
目８に記載のゴルフクラブヘッド。
（項目１０）
　前記ソール移行プロフィルは、前記第１のソール移行点から第２のソール移行点まで延
びる第２のソール曲率半径をさらに備え、
　前記第２のソール曲率半径は、前記第１のソール曲率半径より大きい、項目１に記載の
ゴルフクラブヘッド。
（項目１１）
　ゴルフクラブであって、
　シャフトと、
　グリップと、
　ゴルフクラブヘッドと、を備え、
　前記ゴルフクラブヘッドは、
　　上縁部、底縁部、および中心を有する打撃面であって、前記中心を通って延びるロフ
ト平面であって、前記打撃面に接して位置する前記ロフト平面を規定する前記打撃面と、
　　本体と、を備え、
　　前記本体は、
　　　前端部と、
　　　前記前端部の反対側の後端部と、
　　　ヒールと、
　　　前記ヒールの反対側のトウと、
　　　頂点およびクラウン移行プロフィルを含むクラウンと、
　　　最下点およびソール移行プロフィルを含むソールと、
　　　約０．１インチから約０．２５インチの間のリア曲率半径を有するリア移行プロフ
ィルと、を備え、
　　前記クラウン移行プロフィルは、前記打撃面の前記上縁部から第１のクラウン移行点
まで延びる第１のクラウン曲率半径を有し、
　　前記第１のクラウン曲率半径は、約０．１８インチから約０．３０インチの間であり
、
　　前記ソール移行プロフィルは、前記打撃面の前記底縁部から第１のソール移行点まで
延びる第１のソール曲率半径を有し、
　　前記第１のソール曲率半径は、約０．３インチから約０．５インチの間である、ゴル
フクラブ。
（項目１２）
　前記クラウン移行プロフィルは、
　　前記ロフト平面から頂点平面までの直交距離として測定される長さと、
　　前記ロフト平面と平行な方向での前記打撃面の前記上縁部からクラウン軸までの距離
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　前記クラウン移行プロフィルの前記高さに対する前記長さの比は、３．５以下である、
項目１１に記載のゴルフクラブ。
（項目１３）
　前記クラウン移行プロフィルの前記高さに対する前記長さの前記比は、３．０以下であ
る、項目１２に記載のゴルフクラブ。
（項目１４）
　前記クラウン移行プロフィルの前記長さは、１．１３から１．３４インチの間であり、
　前記クラウン移行プロフィルの前記高さは、０．４１から０．４７インチの間である、
項目１２に記載のゴルフクラブヘッド。
（項目１５）
　前記クラウン移行プロフィルは、前記第１のクラウン移行点から第２のクラウン移行点
まで延びる第２のクラウン曲率半径をさらに備え、
　前記第２のクラウン曲率半径は、前記第１のクラウン曲率半径より大きい、項目１１に
記載のゴルフクラブ。
（項目１６）
　ゴルフクラブであって、
　前記打撃面の前記上縁部に沿って前記クラブヘッドの前記ヒールの付近から前記トウの
付近まで延びるヒールトウ曲率半径をさらに備え、
　前記ヒールトウ曲率半径は、約４．９インチより大きい、項目１１に記載のゴルフクラ
ブ。
（項目１７）
　前記ソール移行プロフィルは、
　　前記ロフト平面からソール平面までの直交距離として測定される長さと、
　　前記ロフト平面と平行な方向の前記打撃面の前記底縁部からソール軸までの距離とし
て測定される高さと、をさらに備え、
　前記クラウン移行プロフィルの前記高さに対する前記長さの比は、３．５以下である、
項目１１に記載のゴルフクラブ。
（項目１８）
　前記ソール移行プロフィルの前記長さは、０．１０から１．２５インチの間であり、
　前記ソール移行プロフィルの前記高さは、０．０５から０．４０インチの間である、項
目１７に記載のゴルフクラブ。
（項目１９）
　前記ソール移行プロフィルは、前記第１のソール移行点から第２のソール移行点まで延
びる第２のソール曲率半径をさらに備え、
　前記第２のソール曲率半径は、前記第１のソール曲率半径より大きい、項目１１に記載
のゴルフクラブ。
（項目２０）
　項目１に記載のゴルフクラブヘッドを製造する方法であって、
　打撃面を機械で作製するステップと、
　前端部と、前記前端部の反対側の後端部と、ヒールと、前記ヒールの反対側のトウと、
頂点およびクラウン移行プロフィルを有するクラウンと、前記クラウンの反対側のソール
と、を備える本体を鋳造するステップと、
　溶接によって前記打撃面を前記本体に結合して、前記クラウン移行プロフィル、前記ソ
ール移行プロフィル、および前記リア移行プロフィルを有する前記クラブヘッドを得るス
テップと、を備える、方法。
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